
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

Henry Thoreau's View and Vision of the Universe
(In Honour of Professor Kazuto Ono and
Professor Minoru Hirota On the Occasion of
Their Retirement)

Ono Kazuto
Faculty of Language and Cultures, Kyushu University

https://doi.org/10.15017/1329401

出版情報：英語英文学論叢. 53, pp.1-19, 2003. 九州大学英語英文学研究会
バージョン：
権利関係：



ヘ ン リー ・ソ ロー の宇宙 意識

小 野 和 人

(1)

ソ ロ ー は ウオ ール デ ン湖 畔 に住 んで い る とき に、湖 水 と湖 畔 の森 の 自然 に

目を向 け る とと もに、は るか な大 空や宇 宙 の方 に も関心 を寄せ て いた。 作品

Waldenの 中 には 、断 片 的 で は あ るが 、空 、天、宇 宙へ の言 及 が よ く見受 け

られ る。 た とえ ば、夜 間湖 にボ ー トで乗 り出 し、魚 釣 りをす る とき に、 ソ

ローは宇 宙 へ思 い を馳 せ る こ とが あっ た。 魚 釣 りを しな が らも、彼 の思 いが 、

遠 い天 体 の位 置 す る広 大 な宇宙 空 間へ と さま よい 出て 、 「そ の宇 宙進 化論 的

な諸 問 題」(`cosmogonalthemesinotherspheres'(175)1)へ と 引 き こ まれ て

ゆ くの だ った。`otherspheres'と は 即 ち この 地球 上 をは るか 離れ た宇 宙 の領

域 を指 して い る。 ソ ロー の こ う した発想 が具 体的 に何 を意 味 した かは後 で検

討す る と して、彼 の抱 い てい た関 心が仲 々幅 広 く、直 接 の人生 や 回 りの 自然

界 にの み限 定 され る もの では なか った こ とが窺 え るので あ る。 そ う した彼 の

発想 や夢 想 も、釣 り針 にパ ウ トタラ(ナ マ ズの一 種)が かか る こ とに よって

しば し中断 され る。 けれ どもその獲 物 を手 に した とき、 ソロー は 、ふ と水 中

の みな らず 、空 中で も魚釣 りが可能 で あ るかの よ うな想 いに か られ た。

今 度 は釣 り糸 を水 中に投 げお ろす ば か りで な く、空 中へ 投 げあ げて も

い い よ うな気 が した。 水 の ほ うが さほ ど密 度 が濃 い とい うわ けで はない

の だか ら。 こ うして私 は 、い わば一 本 の針 で二 匹の魚 を釣 っ たの であ る。

(原 文175,翻 訳 では 『森 の生活』,下 巻,11-12.)2)

ソ ロ ーが こ うして ウオ ールデ ン湖 の湖 水 に大空 を連 想 した 直接 の理 由は、

1)Waldenの テ クス トは、ソローの作品全集TheWritingsofHenryD .Thoreau(Princeton:

PrincetonUP) .のう.ちVol.II(1971)を 用いた。
2)こ の部分の翻訳は、飯田実訳(『岩波文庫』,1995)を 用いた。なおその他の箇所で、私

訳を用いた場合には訳者の表記はしていない。私訳では紙幅の都合で原文を要約した形に

している場合がある。
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その透明度の高 さにあった。「この湖水がも しごく小 さくて、凝固 したもの

であるな らば、類 まれ な宝石 としてどこかの皇帝の頭を飾っていただろ う」

(199)と 述べ、この湖水 を 「空の水」(`Skywater')と も呼んでい る。 こう

して湖水の透明度が高 く、水面に空の雲 を映 しているのを眺めていると、 ソ

ローは自分があたかも空中にいるような錯覚 をおぼえるのだった。ボー トに

乗 っている自分が、まるで気球に乗 って空中に浮かんでいるよ うで、水中の

魚 たちも彼の回 りで空 中遊泳を しているように感 じられた。「魚の群はか ら

だ じゅうの鰭を帆のように張って、私の左右 を少 し低 めに飛んでゆく密集 し

た小鳥の群 に似ていた」(原 文189-190、 飯田訳、下巻、35.)と い う。

ソローはこのような奇想を楽 しんでいたのだが、それは奇想のみ に留まる

ものではなかった。大空は大地 と共に我々を取 り巻 く二大環境の一であるが、

当然なが ら大地のように直接触れ るわけにはゆかない。けれ ども、触れ られ

ないが故にかえって深い憧憬の対象 となってゆく。いわば ソローは、透明な

湖水 を媒介 として大空に触れ ようとしているのである。即ち、触れ得ない も

のへの好奇心があ り、また触れ得ないがゆえにそれが神聖化 されてゆくとい

う状況があった。それ故に大空はソローにとって神秘であ り、湖水を媒介 と

して大空への接触をシュミレーシ ョンすることによ り彼の人生が高められ、

清められてゆくよ うな期待があったのだった。

大空への こうした想いをさらに拡大 し、より深化 させた ものが宇宙への憧

憬 とい うことになるであろ う。 ソローは自然観察者たるにふ さわ しく、空の

星々の名前にもなかなか詳 しかった。 ちなみにウオールデン湖畔 にある彼の

小屋が、人里離れていて、夜はいかに静寂であるかを強調す る際に、それが

あたかも遠い宇宙空間に位置 しているよ うに形容 してみせ る。

私が住んでいたのは、夜 ごとに天文学者たちが観察する、たくさんの

天の領域にも劣 らず遠 く離れた場所であった。われわれはとかく、たぐ

いまれな楽 しい場所 とい うものは、喧喚の巷か ら遠 く離れた、太陽系の

はるかかなたの、よ り天上的な一角 に、た とえば 「カシオペアの椅子」

の背後 にでもあると想像 しがちである。私は自分の家が、ほんとうに宇

宙のそ うした片隅にあって、しか も永遠 に新 しくけがれを知 らない場所

であることを発見 したのである。仮 にプ レイアデス星団 とか ピアデス星

団、アルデバラン星とか彦星の近 くに住み着 くことに価値があるとすれ

ば、私はま さにそ うい う場所に住んでいた。つま り、そ こは私が置 き去
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りに してきた人間世界か らは星団とおな じくらい遠 くへだたっていたの

で、いちばん近い隣人の 目にも、月のない夜でなければ見えないほど、

かすかにまたたく小さな光にすぎな くなっていたのである。私が居座 っ

た のは、大宇 宙 のそん な場 所だ った。(原 文87-88,飯 田訳,上 巻,

158.)

ソローがこ うして夜空の星々に心を通わせ るシーンは、エマスンの 「自然

論」("Nature",1)の 冒頭に述べ られている星空への礼賛の言葉 を連想 させ

る。エマスンは夜空の星々の壮麗 な美 に感動 し、「この光景 が千年 に一回で

あったな ら、人類 は代 々これ を奇跡 と して子孫に語 り継 いだ ことだろ う」

(7)3)と 言い、星々が神の存在 を直感 させ る美の使節 だ と主張 してい る。

エマスンの発想では、夜空の星々は全 く人の眺める客観的な対象物であ り、

その光景に感動するとしても、その中で人が行動する余地はない。 これに対

してソローは、遠い星々のある宇宙空間に自己の住まいを設定 し、その中で

自己が生 きるとい う状況 を想定 しているのである。む ろんそれは現実ではな

く、想定にすぎないが、ソロー としては、ただ宇宙を見上げ、眺めるための

客観的対象に留めおくことでは満足できなかった。場所がどこであれ、その

中で自分が生き、行動す る姿勢を示す ことが彼の基本的な発想であった。透

明なウオールデンの湖水 を媒介に して大空に触れ、空中で魚釣 りをした り、

気球で飛行 した りす る場面を想定することもそのような彼の行動的な姿勢の
一環であった。

ウオールデン湖畔 をかすめて疾走す る蒸気機 関車の描写にも、やは り宇宙

への連想が見受 けられる。む ろんその機 関車は、ソローの思索生活を さまた

げる騒 々しい厄介者ではあったが、そのダイナ ミックな動きには、なにか天

体の動きを想起させ るものがあった。 ソローは、その何台 もの車両を牽引す

る蒸気機関車の勇姿を最初惑星の運行になぞらえたが、それに納得できず、

ついでそれを彗星の動 きにたとえ直 している。「その軌道は回帰曲線 を描い

てはいないよ うだ し、あのよ うな速度 と方向か らして、ふたたびこの太陽系

に戻って くるかどうかわか らないのだか ら、む しろ彗星に似ているとい うべ

きかも知れない」(211)と 。 これは蒸気機関車の勢いをたいそ う誇張 した表

3)RalphWaldoEmerson,"NatureI",WorksofEmerson(BostonandNY:HoughtonMiMin,
1903)Vo1.1.による。
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現ではあるが、それでも実際にこの機 関車は、 ソローの郷土コンコー ドの村

人たちの平穏で固定的であった従来の農本的な生活 をかき乱し、あわただし

い、流動的な商業経済中心の生活に変えて しまった。だか ら、それはま さに、

太陽や太陽系の惑星たちの安定 した軌道 をおびやかす 「宇宙の漂流者」であ

る彗星になぞ らえられることがふ さわしかった。彗星の一見不規則な動きと

軌道の謎は、近代科学 としての天体力学によってすでに突き止め られてはい

たが、ソロー としては、それ を単なる図式や数式の知識 に留めてお くことで

は満足で きなかった。それを何か身近に存在するものの動きになぞ らえて

「実感」 してみたかった。たとえそれが、蒸気機関車の運行 とい う代換えの

イメージによるとして も、とにかくその実感(体 感)を 味わお うとしたので

ある。こ うした実感追求の発想にソローの抱いた宇宙観ない し宇宙意識の特

色の1つ があると言えよう。

彗星 といえば、 ソローのみならず、詩人ホイッ トマンも好んで作品に取 り

込んでいる。普通の惑星たちのとる安定 し、整然 とした軌道に比 して、彗星

の示す奔放でエクセン トリックな動 きは、 自由を愛する詩人の気に入ったら

しく、自らを彗星になぞ らえてもいる。4)し か し、 ソロー としてはホイ ッ ト

マンほど自由気ままにはな り得 なかった。 ソローは 自分の読者たちに対 し、

やは り人生 を教える教師であ り続けたかったのである。 ちなみに蒸気機関車

を運転する乗務員たちが、 ウオールデ ン湖畔にいるソローの姿 を見覚え、彼

に挨拶 をす るよ うになった とい う。 どうもソローは この鉄道の従業員だと勘

違い されたようだった。 このエ ピソー ドを語 りなが ら、 ソローは、彼 自身も

やは り、ある意味で、 どこかの鉄道の従業員 なのだとみな している。 「私も

地球の進む軌道の どこかで、保線の仕事をや りたい と思っているのだから」

(``Itoowouldfainbeatrack-repairersomewhereintheorbitoftheearth.")

(115)と い うのである。 これはむ ろん比喩的 な言い方であって、その真意

は、世の人々が、人生の軌道を踏み外 さないよ うに、真に生 き甲斐のある人

生を送れ るよ うに、支援 したいとい う彼の強い願いの表明であった。 けれ ど

も、ソローが提示するこの宇宙的なイメージを、比喩 としてのみな らず、文

字 どお りそのまま受け とめることも一興であろ う。広大な宇宙空間の中を、

太陽系の一員 として、我 らの地球が悠々と進んでゆ く。 ソロー 自身 もその保

4)WaltWhitman,"SongofMyselド',LeavesofGrass(NYandLondon;W.W.Norton,1973)の

第52節(p.89)に よる。
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線 夫 と して、近 くの宇 宙 空間 にい て地 球の進 行 を じっ と見守 ってい る。 も し

もそ の軌道 に異 常 があれ ば、す ぐに修復 をす る とい う構 えで もって。 や は り

その宇 宙軌 道の イ メー ジには彼 自身 の積 極 的な参 加 と行 動 の姿勢 が反 映 され

てい る。 しか も、 この こ とは 、疾走 す る蒸気機 関車 の姿で イ メー ジ され たあ

の彗 星の動 き とも関わ って くるはず で あ る。 とい うの も、 も し彗 星 の とる不

規 則 な動 き と位 置 によ って、地 球 の進行 が撹 乱 され る恐れ が生 じる と して も、

ソロー 自身 は、 その地 球 の軌道 を 自ら しっか りと守 ろ うとい う構 えを示 して

い るか らであ る。 即 ち ソ ロー に とって は、宇 宙空 間 とい え ども、あ る意 味で

彼 が活 動 し、貢 献で き る場 で な くては な らなか った。

(II)

ソ ロ ー(1817-'62)が 生 きた ア メ リカ ・ル ネ ッサ ン スの 時代 は、近 代 的

な科学 ・技 術の発 展 が真 に開始 され た 時期 で あった。 天文 学の 分野 も、 望遠

鏡 の 改良(18世 紀 後 半)や 写真 術 の発 明(1837年)等 を利 用す る こ とによ っ

て種 々の 実績 を挙 げ、世人 の 注 目を集 めた ので あ る。海 王 星 とその衛 星 た ち

の発 見は その顕 著 な一例 で あった。 また月や 太 陽、恒 星等 の天 体写真 も次 々

と試 み られ るよ うにな った。 この よ うな成果 が 、 この時代 の天 文学 の特色 と

な った。 その こ とは、 「望遠 鏡 の時代 」(`TheEraoftheTelescope')5)と い う

この新 た な科学 ・技術 の 開花 時代 の呼 び名 に集約 され て い る とい え よ う。 こ

う した天文 学 の躍進 を一番 す なお に喜 んだ 文人 はエ マス ンで あった。 彼 は、

1832年 の ヨー ロ ッパ旅 行 の途次 、 イ タ リア の フ ロー レンスで天 文学者 ア ミチ

教 授 を訪 問 し、天体観 測用 の機 器 を見 学 してい る。 さらにその 後 も各 種 の天

文 学 書 をひ も とき、郷 土 コン コー ドにおい て は 自ら天 文学 の入 門的 な講 演 を

行 なった ほ どであ った。

ボ ー もSF作 品 と して、気 球 に よ る月 世 界 へ の 旅 の物 語(「 ハ ン ス ・プ

フ ァ ー ル の 無 類 の 冒 険」("TheUnparalleledAdventureofOneHansPfaall",

1835))を 書 き、宇宙 空 間 か ら見 た地 球 の姿 を 自 らの想 像 に よ り生 き生 き と

描 写 してみせ た。6)ホ イ ッ トマ ンも新 た な天文 学 の知識 に強 い 関心 を示 し、

5)RobertWi}son,As亡ronomythroughtheAges(London:Taylor&Francis,1997)pp .91-120.

6)小 野 和人 「アメリカ・ルネサンス期の文化 ・文学における宇宙意識:概 観」、『英語英文

学論叢』 第52集、2002年 、PP.42-45参 照。



6小 野 和 人

太 陽 系の惑 星 たちや他 の恒 星 た ちの動 きを は じめ、各種 の天 体 の現象 や運 動

の こ とを彼 の詩 の なか に取 り込 ん だ。7)自 己の 自由奔 放 な精神 を、エ クセ ン

トリックな動 き方 をす る彗星 になぞ らえた詩 な どはそ の好例 で あ る。 要す る

に、 この ア メ リカ ・ル ネ ッサ ンス期 の文 人 た ちで 、宇 宙や 天文 学 に関 心 を

持 った人 々は、総 じて好意 的 に これ を捉 え 、意 欲 的に 自己の作 品に反 映 させ

たの であ る。

ところが ソローだ けは例 外 であ った。彼 は宇 宙 を常 に意識 し、宇宙 の現象

に関心 を示 し、彼 の作 品 の処 々にそ れ を反 映 させ てい るが 、近代 天文 学 の成

果 に対 して はむ しろ冷 やや か であ り、天 文学者 に対 して も批 判的 で あっ た。

言 うなれ ば、机上 の学者 に よる数式や 図式 とい う客観的 な成 果 だ けでは満 足

で きなか った。彼 が求 め てい たの は、単 な る知識 その もの では な く、そ の知

識 を 自分が どの よ うに活用 す るか であ った。海 王 星の衛 星 トリ トン発 見 の報

に接 して も、 「人 は そ んな衛 星 の発 見 が 出来 て も、 自分 の 目の 中の ち りは見

出せ な い もの だ」(Walden,51)と 椰 楡 して い る。 天 文 学者 につ い て は 、 さ

らに厳 しい態 度 を示 し、 「天文 学者 は天 文台 の ドーム よ り遠 くを見 よ うとは

しな い」(TheMoon,23)8)な ど と言 って い る。 天 文学 と天文 学 者 に対 す る

ソロー の不満 は 、彼 の 日誌 の 中に さらに色 々な言 い方 で く り返 され てい る。

我 らの科学 は 、い くつ か格好 な話 の種 とな って くれ る。星 々へ の距 離

や 星 々の大 き さにつ いて の堂 々た る解 説 に よって。 で も、 その星 々 が人

間に とって どの よ うに関 わ るか につ いて は ほ とん ど全 く教 えて くれ ない。

人 がい か に して 国土 を測量 し、船 を操 縦す べ きか は教 えて くれ るが 、い

か に人 生の梶 を とっ た らよいか は告 げて くれ ない。(TheMoon,22)

天 文 学 者 は、意 義 のあ る現象 につ いて 、 あるい は現象 とい うもの の無

意義 さにつ いて盲 目だ。 ち ょ うど鋸 をひ くとき、木 くず か ら 目を守 るた

め塵 よけ眼鏡 を か けてい る木び き師 の よ うに。 問題 は何 を見つ め るかで

はな く、何 を読み とるか なのだ。(22-23)

7)同 上、pp.45-47参 照。

8)Thoreau,TheMoon(BostonandNY:HoughtonMiMin,1985)に よる。なおこの作品は、ソ

ロー自身が、自己の膨大な日誌(Journals)の 中から、夜の散策と思索を扱った部分を抜き

出し、編集したものである。実際の出版は彼の没後であった。本論中、以下の3箇 所の引

用文も同書からのものである。
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む しろ 占星術 の方 が これ よ りも高 い真 実 の萌芽 を含 ん でい た。ひ ょっ

と した ら星 々は、天 文学者 よ りも牛馬 を引 いて ゆ く連 畜 のチー ム の御 者

に とっ て の 方 が よ り意 義 深 く、真 の意 味 で天 上 的 な の か も知 れ な い。

(23)

そ の 表現 に種 々バ リエ ー シ ョンは あ るにせ よ、 ソ ロー の言 わん とす る こ と

は明 らか で ある。即 ち、それ は、天 文学 によ る新 知識 や情 報が 、そ の ままで

は人生 の糧 に な りに くい とい うこ と、 また天 文学 者 が客観 的 な事実 のみ を追

求 し、人 間の生 き方 に は全 く無 関 心で あ るこ と等 に集約 され るで あろ う。 そ

れ は 自然科 学 とい うものの立場 上や は りやむ を得 な い こ とで あろ う。 とはい

え ソロー 自身 は、 あ くまで も世 人 に対す る人 生 の教師 で あ り続 け よ うとした。

人 生 につい て の意義 を探 るた めの新 た な きっか け、 またそ の成果 を人 に伝 達

す るため の効果 的な 手が か りが得 られ ない場 合 に、天 文学 と天 文学者 は 、 ソ

ロー に とって不満 と焦燥 を投 げつ け る標 的 とな ったの で ある。 けれ ども、注

意 すべ き こ とは、 ソロー が実際 に は宇宙 の現 象や 天体 の姿 に常 に関 心 を寄せ

てい た こ とで ある。第1章 で述 べ た よ うに 、 ウオール デ ン湖 畔 にお け る 自分

の小屋 の位 置 を、宇宙 の 星々や 星座 の 中に想 定す る とい う発 想 に もその こと

は明 らか と言 え よ う。

それ で は ここで、拙 論 の冒頭 にお い て言及 した ソローの エ ピ ソー ドの こと

に戻 ってみ よ う。 即 ち彼 が夜 間に ウオー ルデ ン湖 で釣 りを して いた場 面 であ

る。 釣 りを しな が らも、彼 はふ と現 実 を忘れ て宇 宙 へ と思 い を馳 せ 、そ の

「宇 宙 進 化論 的 な諸 問題 」(`cosmogonalthemes')に 引 き こまれ て い った と

い う。 それ は具 体的 に何 だっ たの であ ろ うか。 一般 に宇 宙進 化論 といえ ば、

この宇 宙が いつ 、い かに して発 生 し、か っ今 の姿 にま で発展 して きたか を問

う も の で あ ろ う。`cosmo'が 「宇 宙」 の こ と で あ る の は 明 白 と して 、

`
gony'と は 、辞 書 の 教 え る と こ ろ に よ れ ば 、`generation,production,or

mannerofcomingintobeingofathing'9)で あ る。 即 ち、 「何物 か の発生 、生 成 、

ま たそれ が いか に して発生 した か」 とい うこ とにな る。

この宇 宙 の誕生 にっ い ての一般 的 な取 り組 みは 、我 々の太 陽系 が いか に し

9)Webster'sThirdNewln亡erna亡ionalDictionafy(1971)p.971.な お 学問 の分野 と しての
`
cosgomony'と しては、`apartofthescienceofastronomythatdealswiththeoriginanddevelopment

oftheuniverseanditscomponents'と なっている。p.514参 照。
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て発生 したのか とい う問いに始まった。それに関 して、すでに18世 紀後半に

2つ の論が提示 されている。その1は 、フランスの自然哲学者 ビュ ッフォン

の説(1745年)で ある。 ビュッフォンによれば、彗星が原始の太陽に衝突 し、

その反動で太陽からいくつかの塊が飛び出 し、惑星になった とい う。 こうし

た惑星たちの太陽をめぐる動き(公 転や 自転)も この ときの衝撃により得 ら

れたとい うのである。 この説に対 し、10年 後、哲学者カン トが、 さらにその

数年後天文学者ラプラスが、星雲説を となえた。星雲 とは、原始の宇宙空間

のなかでい くつ も層をな していたガスやち りの雲のことで、カン トによれば、

そ うしたガスやち りの雲が回転を始め、平 らな形にな り、その中心部分が引

力により周 りの物質を集 めて太陽 となった、太陽から離れた他の部分 も、同

様に して引力の主に作用 した箇所が惑星になった とい う。ラプラスの理論 も

基本的にはカン トの説に重なるものであった。両者の相違は、主 として、カ

ン トが原始星雲を冷たくて静止 していたと考 えたのに対 し、ラプラスは、そ

れがすでには じめか ら高温で 自転 していた と見な した点である。太陽や惑星

たちの示す角運動等の力学的な観点か らすれば、ラプラスの発想の方がよ り

自然であるらしい。 とはいえそれは、星雲説 とい う基本的な立場ではカン ト

と共通であった。 ソローが生きていた19世 紀前半期においては、ビュ ッフォ

ンの衝突説 とカン トーラプラスの星雲説は共存 していたが、星雲説の方が主

力 となっていた。彗星 と原始太陽の衝突 とい うことは、理論的にはあ り得て

も、実際の可能性はきわめて薄いとみな されたのである。10)

それな らば、 ソローはやは り星雲説の方に加担 していたのだ ろうか。実際

にはそれは不明 と言わねばならない。彼 は 「宇宙進化論的諸問題」に引き込

まれた とい うのみで、その結果には触れていないか らである。けれ ども、す

でに指摘 した ように、 ソローは、蒸気機 関車の走行に彗星の動 きを連想 し、

その撹乱による地球の軌道の乱れ(実 際には世の人々の人生における軌道か

らの脱線)の 可能性 を懸念 している。そのことと結びつけてみ ると、 ビュッ

フォンのとなえた彗星 と原始太陽の衝突説 も結構 ソローの関心 を引いたか も

知れない。 とはいえ、宇宙進化論 については、その正確な決定的な解答は得

られないとして も、む しろその問いかけその ものに意義があるともいえるで

10)WalterSullivan,WEARENOTALONE(McGrow-Hill,1966)の 第5章 参照。邦訳は、上

田彦二訳 『われわれは孤独ではない:宇 宙に知的生命を探る』(早川書房、昭和42年)pp.
45-54.
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あ ろ う。 なぜ な ら、宇 宙 の始 ま りとい う根 源 的 な、超越 的 な発想 に向か うこ

とに よ り、我 々 の意識 が 、決 ま りきっ た固定 的な 日常 生活 の枠 を離れ 、末梢

的 な こ とにこだ わ らな くな り、 よ り自由 自在 になれ るか らであ る。 ソロー が

宇宙 論 に関心 を示 したの も、 こ うした意識 の 変革 と、 それ に よ り得 られ る人

生上 の収穫 、即 ち古い 意識 を捨 て 、新 た な 、よ り自由な人生 へ の取 り組 み に

向 か う心 の姿 勢が 得 られ たか らだ と考 え られ る。11)

夜 中 、 ウオ ール デ ン湖 上 での釣 りの最 中で 、 ソ ロー がふ と宇 宙進 化論 に思

い を馳 せ てい る折 りに、パ ウ トタ ラが針 にか か る。 その とき ソロー が思 い浮

かべ たの は、地 上 の水 だ けでは な く、天空 で も釣 りがで き るので はな いか と

い う発 想 で あった。 釣 り糸 を天 に向 けて拗 る とい うことは、天 空 での収 穫 を

め ざす こ とにな る。 も し地上 の水 で の獲物 が、淡 水魚 のパ ウ トタラ とい う物

質 で あ るな らば、天 空 で とれ る獲物 は、 きっ と精 神 の獲物 、つ ま り新 たな人

生 の糧 とな る獲 物 で あ ろ う。 「私 は、 いわ ば一本 の針 で2匹 の 収 穫 を得 た」

("Thuslcaughttwofishesasitwerewithonehook."(175))と ソ ロー が 言 っ

て い るのは 、以 上の よ うな物 心両 面 にわた る獲物 とい う意 味か らだ と考 え ら

れ る。

(III)

と こ ろで 、宇宙 進化 論 に関 わっ て くる も う一つ の問 い は、進化 した今 の宇

宙 が実 際に は どの よ うな姿 を して い るか とい うこ とで あ る。 む ろん近 代天 文

学 は、 この 問い につ いて も取 り組 み を開始 してい た。 この よ うな問い か けに

関連 して 、 ソ ロー は、『ウオ ール デ ン』 の 「結論 部 」("Conclusion")の 章 の

冒頭 で、イ ギ リス の 古典 詩 人 ハ ビン グ トン(WilliamHabington,1605-'54)

の 詩 の一部 分 を 引用 してい る。

「あなた の見 る 目を内 に向 け よ。

そ うす れ ば、 あな たの心 の 中に 、

まだ発 見 され てい ない千 もの地域 が見 つか るだ ろ う。

11)こ のようなソローの心の姿勢については、StudiesinHenryDavidThoreau(六 甲出版、
1999)に おける拙著論文"`ALivingWay'inThoreau'sPoem"OldMarlboroughRoad""

,pp.
65-74参 照。
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そ こを旅せ よ。 そ うして 自己 の宇宙 誌 の大家 となれ」(320)12)

こ の詩 の趣 旨は、 む ろん、 自分 の 目を心 の内部 に 向け て、 自分 自身 にっ い

て の探 求 をせ よ、 と促 す もの であ る。 原 詩 も、そ れ を引用 した ソロー 自身 の

趣 旨 もそ の点 に相違 は見 られ な い。 けれ ど も、 「宇 宙 誌 」(`cosmography')

とい う言 葉 その もの に注意 してみ るな らば、 それ が ソロー に とって具 体的 に

どの よ うな意 味 を帯 びて いたの で あろ うか。 た だ しそ の前 に、原 詩 の作者 ハ

ビング トン(エ リザベ ス朝 後期 に生 きた詩 人)に してみ れ ば 、cosmograghy

と は 「世 界 を地 図の よ うに描 写す る こと」で あ った と思 われ る。 世界 とは、

人 間 を取 り巻 く全 環境 と しての天 と地 を併 せ て指す もので あっ た。 けれ ども、

天 につ いて はま だ知識 が さほ ど得 られ な か ったた めに 、 ほんの飾 りの程 度 に

留 ま り、結局 実質 的 には 「大地」 の研 究 、つ ま りは図式 的 な地理 学の謂 い と

な った ので あ る。 ところが19世 紀 に いた る と、 ドイ ツの地理 学者 フ ンボル ト

(FriedrichH.AlexanderHumboldt,1769-1859)や リッター(CarlRitter,1779

-1859)た ち に よ り
、 よ り科 学的 で体 系 の整 った地 理学 が確 立 され 、 それ が

'
geography'の 呼 び名 で定 着 してい った。13)し た が ってcosmographyの 方 は、 古

典的 で 、時代 遅れ の呼 称 として 見捨 て られ た ので あ る。

けれ ど も、逆 にい えば 、cosmographyは 、 地 理 学 と して の 立場 を捨 て去 っ

た ため に、 もっ ぱ ら宇 宙(cosmos)の み を扱 う分野 に専念 でき るこ とにな っ

た。 ソロー は この よ うな新 たな意 味 で この言葉 を把握 した よ うに考 え られ る。

と言 うの も、す でにみ た よ うに 、19世 紀前 半 は、近 代的 な 自然科学 の発 展 が

真 に開始 され 、天 文学 もそ の華や か な一環 を な したか らで ある。

それ な らば 、 当時の天 文学 は この宇 宙 を どの よ うに把握 してい たので あ ろ

うか。す で に18世 紀 後 半 に お い て、 イ ギ リ ス の 天 文 学 者 ハ ー シ ェ ル

(WilliamHerschel,1738-1822)は 、 鏡 を用 い た反 射 望遠 鏡 を作 成 し、天 体

観 測 の精度 を飛 躍 的に 高めた のだ った。 ハ ー シェル は、 その 望遠鏡 を駆使 し

て 自 ら宇宙 全般 の観 察 を行な った。 そ の際 に彼 は 、特 に星 々 が集 まって構 成

12)ハ ビングトンの生涯と彼の詩については、拙著 『ソローとライシーアム:ア メリカ ・ル

ネサンス期の講演文化』(開文社叢書12,1997年)の 第4章 第3節(pp.143-153)参 照。

13)水 津 一一朗 『近代地理学の開拓者たち』(地人書房,1994)の 第1章 「カール ・リッター」

(pp.3-29)参 照。
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される星団と、その星団が集まって雲のように見える銀河系を観測 し、いわ

ば宇宙全体の星々についてのカタログ(一 覧表)を 作成 したのだった。ハー

シェルの息子ジョンも、フランス人ダゲールによって開発 された写真術 を天

文学に取 り込んだ人であり、父親 の天体カタログ作成の研究を引 き継いだの

である。 こ うしてハー シェル父子によってはじめて具体的な宇宙の構造がイ

メー ジ された のだった。それ による と、当時宇宙で明確 にで きた銀河 系

(星々の大集団)は ただ一っ、我 々の太陽系が所属する銀河系のみであ り、

しかも我 々の恒星である太陽は、この銀河系の中心 に位置する と見な したの

である。14)

このことは、今 日でい う宇宙像 とは決定的に異なっている。 なぜ なら、今

日では、このよ うな銀河系の存在 は、全宇宙でただ一つ どころか無数 といっ

てよいほ どあ り、 しかも、我 らの太陽は、そ うした無数の銀河系の一つの中

で、その中心部 どころか全 く周辺の腕 の部分に位置 しているとい う。銀河系

の中心部はブラック ・ホールであ り、何物の生存 も許 されない死の世界 とい

うことである。また無数 とい うべき銀河系のいずれ もが、いわば宇宙 とい う

名のシャボン玉の表面に浮かんでいる泡粒 のごとくで、お互いの位置は相対

的であ り、いずれ も宇宙の中心部 とは見なせない由である。15)

これに対 して19世 紀前半の ソローの時代においては、宇宙の中での我々の

位置づ けはまさに中心そのものであった。 なに しろ、宇宙全体で我 々の銀河

系が、目にすることのできる唯一の銀河系であ り、その中で我々の太陽系が

そのまた中心に位置 していると見な したか らである。これはま さに中心の中

心 とでもい うべき発想であろう。古代、中世においては、我々の太陽系の範

囲内で、地球を中心 と見なす天動説が盛んであったわけだが、19世 紀前半期

においては、全宇宙 とい うレヴェルにおいて、我々の存在が中心なのだ と発

想 したのである。いわば宇宙全体 とい う規模において天道説が唱 えられたよ

うなものであった。 この ことは、ハーシェルの用いた反射望遠鏡の精度が高

かったために、我々の銀河系についての観測がより明確 とな り、それが極端

にクローズ ・アップ されたためであろ う。 したがって、それ とは対照的に宇

14)桜井邦朋 『天文学史』(朝倉書店,1990)の第7章 「恒星から星雲へ」(pp.98-105)参

照。
15)同 書の第8章 「20世紀の天文学(1)」(pp.164-170)参 照。平凡社版 『天文の事典』

(1987年)「銀河」の項目(pp.186-203)参 照。
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宙の他の領域がすっか りかすんで しまい、全体 としての宇宙像が倭小化 し、

偏 って しまったのである。

このような 自己中心的な宇宙観や宇宙像は、必然的に当時の文人 ・文化人

たちの心に深い影響 を及ぼ した ことであろ う。 エマスンは、宇宙の中心 に

「大霊」を位置づけ、その大霊が、人間を含めてあらゆる森羅万象の存在の

源なのだ と見な した。メル ヴィルは、エイハブ船長の執念 を通 して、白鯨 と

い う宇宙全体を表す象徴物に打ちかかった。 メル ヴィルにとっては、人間一

個人対全宇宙 とい う壮大きわまる対立の図式が可能であったのだ。ホー ソー

ンの主人公ヘスターもまたそれにひけを とらない巨大な存在である。植民地

時代の小 さな町ボス トンにいながら、彼女の持っ罪 と罰 と購いの意味の大き

さにおいて、またその善悪を全て包含する自己中心の生き方の壮大さにおい

て、彼女はやは り宇宙的な存在だったと見なせ るであろ う。ホイ ッ トマ ンに

いたっては、 自分 とい う存在が 「一つの宇宙」("WaltWhitman,akosmos")

だ とうたっている。16)それも、彼のみが巨大 と言 うのではない、民衆の1人

1人 をひ とつの宇宙だとみなすのである。要す るに、当時の天文学が提示 し

たよ うに、我々の太陽系 と我々人間の存在が、全宇宙の全 く中心に位置する

とい うのであれば、当然そこにいる個々の人間たちは、ささやかな一小市民

ではな く、それ どころか、思いきり壮大な、宇宙的なスケールの英雄になれ

たわけである。

ソローの場合 も状況は同 じようであった。彼 は自分の住むウオールデン湖

畔をやは り彼な りの宇宙の中心 と見な していたようだ。そ こでは、彼の意識

が、何 らわず らわ しい世事 に妨げ られることはなく、 自由自在に発揮 され、

彼 とい う存在が、真の生き甲斐を求めて思い きり模索 し、いわば限 りなく飛

躍 し、成長できる場だ とい う意味で、ひとつの宇宙の中心点であった。以上

のような状況の中で、 ソローは、 自己の心身のこの上 もない充実感を次のよ

うに述べている。

永遠 の時間や永遠 の真理は、ほかではなく、今まさにここにある。神 自

身が、今、この瞬間、栄光の頂点に達 している。(97)

この表現は 「永遠」 とい う時間的観点か らな されているが、もしこれを空

16)Whitman,"SongofMyselヂ'の第24節(p.52)に よる。
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間的な発想に置き換えてみ るならば、今 ソローのいるウオールデンの場は、

まさに宇宙の中心だといえるであろ う。なぜ なら、「神 がその栄光の頂点に

達する」("Godhimselfculminates")と い うのは、言い換 えれ ば、「栄光 の頂

点にいる神」 を実感 できる人間 も、やは りその 「頂点」に神 と共にいること

になるであろ うか ら。 さらに、エマス ン流に言 い直すな らば、ま さに 「大

霊」の占める神聖その ものの場に、その大霊 と最 も密接につながる人間 自身

が位置 しているとい うことになるであろ うから。また、すでに示唆 したよ う

に、人間が宇宙の中心にいるとい うことは、その人間が宇宙そのものの存在

であるとも言い得 よ う。むろん客観的にみれば、ある ものの中心部分はイ

コールそのものの全体ではあり得ない。中心部はやは り全体の一部分にす ぎ

ない。 ところが、人間の精神 の面からす ると、その精神が何かの中心の位置

を占めるとい うことは、結局その精神 がその ものの全体 を占めるとい うこと

になるはずである。 とい うのも、その中心部は、全体の意義 を濃密 に煮詰め

たエ ッセンスであ り、全体の内容を実質的に代表 しているからである。その

場合 には、 もの ごとの中心部分がイ コール全体だ とい う等式がほぼ成 り立ち

得るであろう。

ソローが、『ウオールデ ン』の"Conclusion"の 章で、あの英詩人ハ ビン

グ トンの詩を引用 したことに戻って見ると、そ こにはやは り、自己とい う人

間の存在が宇宙その ものだ とい う発想が うかがえる。 「自己自身 を探究 し、

自己の宇宙誌を描 く大家 となれ」 とい うのだか らである。そ してこのよ うな

趣 旨には、まさに自己中心の発想が強調 されているのである。 さらにまた言

い添 えれば、およそ アメ リカ文学の全貌 において ソローほ ど自己中心の作

家 ・文人はいなかった といってよいであろう。『ウオールデン』の冒頭部 に

おけるあの有名な 自己表現の宣言が、如実にそれを物語っている。

たいがいの書物では 「私」 とい う第一人称 は抜 きにされている。 ところ

が この本では、それがあ くまでも維持 され る。 自我に関するその点が、

他のものと大いに異なっているのである。(3)

この ような自己意識を抱き、思いのままに自己を表現をする とい うことが、

即 ち 「「自己(自 家製)の 宇宙誌」(`HomeCosmography')を 描 く」 とい う

ことになるであろ う。その場合、自己は卑小ではなく、やはり壮大であらね

ばならない。そ うでなければ 「自己誌」が 「宇宙誌」とはなれない。 ホイ ッ
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トマ ンのい うごとく、 自己は 「ひとつの宇宙」でなければな らない。当時の

天文学の発想に戻 していえば、やは り全宇宙の中心に自己とい う人間の存在

が位置 していなければならないのである。

ただ し注意すべきことは、ソローの主張には、自己とい うものに絶対性を

置 くとともに、他者に対 して、一種の相対性 も共存 させているとい うことで

ある。それは、自己の人生に限 りない価値を置 くとともに、他者の人生にも

そのような価値を期待す るとい うことである。人生を教える教師たるソロー

は、読者 たちに十全な 自己充足、自己実現 を呼びかけてい るのであ る。ホ

イ ッ トマンの うたった ごとく、 自己イコール宇宙であると共に、民衆の1人

1人 がそれぞれ宇宙であるべ きなのである。言い換えれば、ソローの読者た

ち個人個人にとって、いま各 自がい る場所が全宇宙の中心だといえることに

なる。各 自が真 の人生について悟 りを開き、真の充実感 を持って生きている

ならばである。 このよ うに、自己の絶対性が、同時に、他者に対 しての相対

性を併存 させ るとい うところにソローの宇宙観のいまひ とつの特色があると

いえよう。

(IV)

こうして ソローは、ウオールデン湖畔を彼な りの宇宙の中心 と見定め、彼

自身の心の成長を目指 したのである。 しか し、宇宙の中心にいる とい うこと

は、そ こに静止 し、安住 していることではない。そこからの絶えざる成長が

そ こにいる条件 となって くるのである。 ソローは、 自己の精神のこのよ うな

成長 の状況をやは り宇宙的なイメー ジで表現 している。

ただ し、その前 に、彼はまず 『ウオールデ ン』の"Conclusion"の 章にお

いて、当時一般にさかんになっていった世界一周の旅や世界の僻地 ・極地へ

の探検のブームに言及 し、そ うした試みに参加 した探検家たちを列挙 してい

る。その数例を取 り出 してみ よう。

1,イ ギ リスの探検家で、アメ リカ大陸をまわる北西航路を探検 したが、

北極圏で遭難 した フランク リン(SirJohnFranklin,1776-1848)

2.ス コッ トラン ドの探検家で、アフリカのニジェール川流域 を探険 し

たマンゴー ・パー ク(MungoPark,1771-1806)

3.ア メ リカの探険家 たちで、共に北米東北部を探険 したルイス とク
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ラ ー ク(MeriwetherLewis,1774-1809,WilliamClark,1770-1838)

4.ア メ リカ の探 検 家、 ウイ ル ク ス(CharlesWilkes,1798-1877)の 指

揮 の も とで南 極 大 陸へ の接 近 を 目指 した 南洋 探 険 隊 の航 海(1839-
'42)

5.自 ら 世界 周航 を し、そ の旅行 記TheRacesofMan(1851)を 著 した

ピ ッカ リン グ(CharlesPickering)等 々 。(以 上 は、pp.321-322.)

以 上 、いず れ の探 険や旅 も ソロー の 目か ら見れ ば、払 った手数 や犠 牲 がず

いぶん 大 き く、その割 に収 穫 の乏 しい もので あ った とい うことで、否 定 的な

評価 を され てい る。特 に ピッカ リン グは、そ の書 中で 、ア フ リカ東部 の 島ザ

ン ジバ ル にお け る猫 の数 を表記 したが 、その ことを ソ ロー は こ とさ らに取 り

上 げ 、それ が世 界一周 の成 果 と しては あま りに も乏 しい ものだ と椰楡 してい

る。

ソロー の真 意 は 、す で に掲 げたハ ビン グ トンの詩 の 引用 に示 され てい た よ

うに、 「自己 自身 の探 険」 の勧 め に あっ た。 自己 こそ が 唯一 や り甲斐 の あ る

探 険 の場 だ と力 説す るの で ある。 その場 合 ソロー は、 実際 に行 われ た世 界探

検 の行 為 の規模 の大 き さに負 けな いた めに 、 さ らに大 が か りな探険 のイ メー

ジ を何 か示 す必 要 があ った。 この世 界 よ り規模 の大 きい場 といえ ば、や は り

宇 宙 の場 とい うこ とに なって くる。 こ うして彼 は、宇 宙へ の探 険 とい う発 想

とイ メー ジ を用 い て 自己探険 の状 況 を次の よ うに表現 してい る。

い ま こそ 、西 の 最果 て を め ざ して旅 立 と うで は ない か。 そ の道 は ミシ

シ ッピー川 や太 平洋 にぶ つか って もとま らず 、 か といっ て老朽 化 した シ

ナ、 も しくは 日本 に通 じてい るわ けで もな く、 この地 球 と接線 を な して

進 み 、夏 も冬 も、昼 も夜 も、 日が 沈み月 が落 ちたあ とも、つ いに は地球

が沈 んだ あ とも進み続 け るの だ。(322,飯 田 実訳,下 巻,273.)

こ こ に は、 む ろん 新 大 陸 開発 の た め に、 ア メ リカ 人 た ち が行 な っ て きた

種 々の旅 と探 険の歴 史 が集 約 的 に言及 され てい る。 その1つ は、 そ もそ もア

メ リカ大 陸発 見以前 か らや ってい た西 方航路 を求め る旅 、即 ち ヨー ロ ッパか

らイ ン ドへ 向か うた めの新航 路"APassagetoIndia"を 模 索す る旅 で あった。

い ま1つ は 、ア メ リカ 大陸 を発見 し、その 大陸 の東岸 に定着後 、 大陸 を西へ

西へ と探 険 し、そ の領 土 を勝 ち取 ってい った旅。 しか もそれ がア メ リカ人 の
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運命 であ るとされた旅、"ManifestDestiny"の ス ローガンに明示 されている

旅であった。 しかるに ソローは、英国詩人ハ ビング トンの提唱 した 「自己探

究の旅」の趣 旨を継承 し、それにさらに新たな、積極的な意義 を付与 し、そ

の規模 の拡大を図るために、アメ リカ人の行なった新大陸の発見 と横断の旅

の軌跡 を象徴的に用いたのである。

けれ ども、ソローが示そ うとす る新たな旅は、アメ リカ大陸を横断 した後、

さらに太平洋に入 り、アジアを目指す ものではなかった。む しろ、その地点

か ら急上昇 し、宇宙空間へ と突入 してゆくものであった。その際に、 この旅

人は 「地球 と接線 をな して進む」("._leadsondirectatangenttothissphere"

(322))の だという。 この表現には、実際に測量士であったソロー自身の実

感 ・体感が こめ られている。 ソローの時代 には、む ろん宇宙旅行 とい う発想

そのものが荒唐無稽であったはずである。それで も、やは りソローは、自分

な りの実感を持ってそれを表現 しよ うとしているのである。そ してこの 「実

感」 とい うことは、すでにくり返 し我 々が、 ソローの空 ・天 ・宇宙における

発想 にその具体例をみてきたものであった。

ところで、 ソローがハ ビング トンを継承 して説 く 「自己探究 ・自己発見」

の旅 とは、言い換 えれば、自己が新たなより良い人生へ と目覚めること、よ

り生き甲斐のある人生への取 り組み を開始す ることの謂いではなかろ うか。

そのためには、自己が 日常生活にお ける常識の殻を破 り、新たな未踏の心の

領域へ と進入 してゆかなければな らない。つま り心の解脱がぜひ必要 となっ

てくる。その解脱が、「宇宙空間への突入」 とい う発想で表現 されている訳

である。つま り我 々の精神が、地球の表面 とい う常識的な領域をはい進んで

い るだけでは駄 目で、そ こか らの思い切った飛躍 ・飛翔が不可欠だ とい うこ

とである。またその際に、その飛躍 と宇宙への突入のイメージをより実感の

あるものにするために、 ソローは測量に関係 した言葉`tangent'(接 線)を

用いたのであろ う。 この心の解脱の旅は、いわば、太陽系の中を進み、ひい

ては太陽系を去ってい くほどの大がか りな宇宙旅行 となってゆく。 「日が沈

み、月が落 ち、ひいては地球が沈んでゆく」 とい う形容がそれを示唆 してい

るようである。 これはやは り、人が実際に宇宙旅行を行 なっていて、宇宙船

の窓か ら遠 ざかってゆ く日月や地球の姿を眺めているような実感のある描写

だといえよう。

ソローは作品Waldenの 最後の部分において、彼 の ウオールデ ン生活 の成

果 を総括するための言葉 を述べている。それは彼 の心の解脱 を夜明けのイ
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メージで表 し、それ を実際の 日の出による夜明けのイメージと比較 したもの

である。即ち、彼にとっては、心の夜明けの方がはるかに重要であ り、それ

に 比べれ ば、物 理 的現 象 と して の太 陽は、「夜 明 け の明 星 にす ぎな い」

("Thesunisbutamorningstar."(333))と い うのである。 この表現 は、先

ほ どの宇宙旅行でイ メージされた自己探究の旅、心の解脱の旅 とつながって

いるのではなかろうか。なぜな ら、この表現においては、太陽の見かけの大

きさの減少 とい うことが示唆 されてい るか らである。即ち、宇宙旅行者が、

太陽系の中を旅するとして、太陽か ら次第に遠ざかってい くな らば、太陽の

円盤 としての見かけは小 さくな り、さらに太陽系の外にでた場合 には、太陽

はついに全 く点 としての存在になって しま うか らである。無数の輝 く恒星の

1つ となって。 もっと正確にいえば、すでに太陽系の中で さえも、土星 と天

王星 との間の位置で、太陽の見かけは、一点の星と化 して しま う。17)そうな

れば、太陽の見かけは、せ いぜいの ところ、「夜明けの明星」の程度 となっ

て しま うのである。

ところで、ここにい う 「明星」とは、太陽系内のものであれ ば 「金星」の

ことであ り、太陽系外 とすれ ば、単に 「明るく輝 く一恒星」 とい うことにな

る。 ソローがどちらを指 して言っているのか定かではない。けれ ども、いず

れにせよ、その見かけが、太陽のよ うに円盤(円 球)と しての幅を持ち得ず、

単に 「輝 く一点としての星」の姿になって しまった とい うことに変わ りはな

い。そ うであれば、この宇宙旅行者 は、宇宙空間を遠 く旅 して、太陽が単な

る一つの星 として見えるほ どの地点に到達 した とい うことになる。 この宇宙

旅行 とはむ ろん比喩であ り、ソローの真意では 「自己探究」、「自己の人生の

探究」、即 ち 「自己の心の解放 ・解脱」のプロセスを意味するものであった。

そのプロセス とは、「日月が沈み、地球が消 え去 って しま う」ほ どのはるか

な距離を進み、ふ り返 ってみれば、太陽が一点の星 と化すほどの地点にまで

至 るものであった。言い換 えれば、それほ どまでに壮大な規模において、心

の解放 と解脱 を目指 していくべ きだとい うことであろう。

こうして 「心の夜明け」は、物理的な太陽による夜明けに比較 され、その

規模 と存在価値において相手に大差をつけて しまった。 とはいえ、この比較

により、物理的現象 としての太陽は、必ず しも全 く疑められて しまったわけ

17)拙論"TheSunAsamorningStar:AStudyoftheClosingWordsofWalden" ,『ヘンリー・ソ
ロー研究論集』第27号(2001年)p .4参照。
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ではない。なぜな ら、それ は円盤 としての幅を失 ったに しても、「夜明けの

明星」 としての光の美 しさは失っていないからである。夜明けの空に燦然 と

輝 く明星のイメージはやは りすば らしい。綾小化 して権威を減 じたかに見え

るとして も、太陽はやは りその輝 きによって、人間の 「心の解脱」を祝福 し

ているように感 じられ るのである。 こ うしてソローは、 この 「心の収穫」に

二重の栄光 を与えているようにみえる。1つ は、それ を遠距離か らみた太陽

の、減少 した見かけの姿 と比較することに よって。いま1つ は、媛小化 し、

一点の星 と化 した太陽の
、それで もやは り美 しい輝きのイメージを添え、人

間の心の勝利(解 脱)を 照 らし出す ことによってである。18)

(V)

以上の ようにソローは、読者 に向けて 「心の解脱」への呼びかけを行 うた

めに、その比喩表現 として、当時 としては画期的であった宇宙空間への旅の

イメージを用いたのである。 これに対 して現代人は、比喩でなく実際の宇宙

旅行に成功 しつつある。それなのに現代人は、ソローが提唱 し、期待 したよ

うな 「自己探究」による心の充足や心の解脱にはまだ至っていないようであ

る。あたかも現代の人々は、実際の宇宙旅行 とい う物理的な収穫を得るため

に、19世 紀前半の ソローの時代には期待できたはずの 「心の収穫」 を手放 し

て しまったかにみえる。それに現代においては、宇宙は、人間がその中心部

に位置す る栄光の場ではな くなった。我々は、無数の銀河系の中の一つに、

それ もその周辺部に位置 しているのみである。従ってアイザ ック ・アシモフ

(lsaacAsimov,1920-'92)に 言わせれば、我々地球人は、宇宙の中心人物

どころか、「宇宙の孤児」にすぎない。それ も核戦争による人類滅亡の危機

におびえながら、我 々の先輩 としての宇宙人の存在 をむな しく探 し求めてい

る孤児だとい うのである。そ してその宇宙人 とは、人類 よりも先に原子核反

応の秘密 を発見 し、その核の脅威 をなん とか克服 して、平和共存の可能性を

確立 し得たかもしれない者たち、宇宙の どこかにいるはずの優れた先駆者 と

しての知性体のことである。 もしもこうした先例が宇宙の中に見出せるな ら

ば、人類 にとっても、それを模範 として踏襲 しうる可能性がでてくるとい う

訳である。19)

18)同上、pp.10-11.参照。
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ともあれ我 々人類は、実際に月に到着できた し、現在は地球周辺の宇宙空

間内に宇宙ステーションを建設中である。 もしなんとか核戦争 を回避できる

ならば、いずれは月に基地を建設 し、さらにそこから火星への到着 を目指す

ことであろう。そ して火星のひ どく厳 しい自然環境をなんとか改良できたな

らば、人類はそこに第2の 地球を出現させ得るかも知れない。アシモフは、

さらにその後の人類の旅 についても可能性を模索 している。20)即ち人類は、

火星か らまた出発 し、火星 と木星との問に位置する小惑星帯へ至るであろう

とい う。その小惑星のいくっかに着陸 し、その内部を掘削 して居住空間をこ

しらえる。それによって、小惑星の中を何重にも層をな して居住 したな らば、

その立体的な利用法により、今 日の地球人 口の全てが一つの小惑星 中に収容

できる由である。いずれ はさらに、その小惑星にロケッ ト・エ ンジンを取 り

付けて、その小惑星ごと人類は太陽系を去 り、隣の太陽であるアル ファ ・ケ

ンタウリ等を目指すだろ うとい う。こ うして人類ははるかに遠い大宇宙の旅

に出かけることになる。

それはソローが 『ウオールデン』の結末部で示 した 「心の旅」のイメージ

を実際に物理的に実現 させたようなものだといえよう。 しか しながら、心の

解放 とい う精神の旅 を物理的な現実の宇宙の旅に置き換えることによって、

人類の心ははた して満たされ得るものであろうか。大きな疑問だ と言わざる

をえない。 けれ どもアシモフの主張によれば、 この ような宇宙旅行の場合、

人類は、旅 と定住 とい う二っの相反す る条件 を同時に満たすことになるので

ある。 とい うのも、人類は、小惑星の中に住んだまま、そのままの状態で、

小惑星に動力を取 り付け、果て しない宇宙旅行に出発できるからである。 こ

のよ うに、旅 と定住 とい う本来矛盾す るはずの両要素 を理論上調和 させ、結

合 させたことは、やは りアシモフの手柄 とすべきであろう。旅 も定住 も、共

に人類の希求す るものであることは言 うまでもない。 このような旅イコール

定住 とい う新方式が、人類の心にある種の余裕を与え、 ソローの説 くよ うな

新たな生き甲斐 を呼び起 こして くれ るであろ うか。また宇宙のオデ ッセイ と

しての果て しない旅が、人類の知的好奇心を次々と満た し、永遠への想いを

さらに高めて くれることであろ うか。

及びTheDangerof
∬ntelligenceando亡herScienceEssays(Boston:HoughtonMiMin,1988)の第3章参照。

20)Asimov,1sAnythingThere?(NY:Doubleday,1968)の 第5章 参照。邦訳は、山高昭訳

『生命と非生命のあいだ』(早川書房、昭和44年)pp.265-268.

19) Isaac Asimov, Frontiers (London : Mandarin, 1991)  pp.299-302,


